
　６月28日㈮、「NPO法人障害者スポーツコーディネータ―ふれあいネットワークしまね」より４名の
方をお招きし、浜田市立第二中学校の１年生53名が「車いすバスケットボールの体験」と「障がい者と
の交流」を行いました。
　車いすバスケットボールというスポーツを通して、迫力あるプレーやいきいきとした表情に触れ、障
がいの有無にかかわらず、交流を深めることができました。また、ともに楽しみながら、障がいへの理
解やバリアフリーの心を育みました。
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